
出
資
団
体
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す

●
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
を
開
始

施
政
方
針
で
あ
る
「
さ
っ
ぽ
ろ

元
気
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
改
革
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
出
資
団

体
の
見
直
し
。
今
年
度
は
、
学
識

経
験
者
や
企
業
経
営
者
な
ど
で
構

成
す
る
第
三
者
機
関
「
出
資
団
体
み
や
わ
き

評
価
委
員
会
（
委
員
長
・
宮
脇

あ
つ
し
淳
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）」

を
設
置
し
、
団
体
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
本
格
的
な
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。

民
間
活
力
を
生
か
し
て
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

公
共
性
を
確
保
す
る
な
ど
の
目
的

で
設
立
さ
れ
て
き
た
出
資
団
体
。

具
体
的
に
は
、
体
育
館
や
児
童
会

館
な
ど
、
市
の
多
く
の
公
共
施
設

の
管
理
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、

※指
定
管
理
者

制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
出
資

団
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
時
代
に
見
合
っ
た

出
資
団
体
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
団
体
の
必
要

性
や
運
営
体
制
に
つ
い
て
、
外
部

の
視
点
を
取
り
入
れ
、
あ
ら
た
め

て
評
価
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

評
価
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市

の
出
資
割
合
が
四
分
の
一
以
上
の

団
体
な
ど
三
十
八
団
体
。
現
在
五

人
の
委
員
が
専
門
的
・
客
観
的
な

視
点
で「
民
間
な
ど
ほ
か
の
担
い

手
へ
の
代
替
可
能
性
」や「
事
業
の

成
果
」な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ（
聞
き
取
り
調
査
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

委
員
会
が
評
価
結
果
を
と
り
ま

と
め
、
今
年
度
末
に
市
長
へ
報
告

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
基
に
、

市
で
は
各
団
体
へ
の
出
資
の
必
要

性
な
ど
を
具
体
的
に
判
断
し
、
見

直
し
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
広
く
皆
さ
ん
に

公
開
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

概
要
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://
w
w
w
.city.sapporo.jp/som

u/shuss
hi-hyoka/

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

詳
細

都
市
経
営
課
�（
２１１
）２
１

７
７

※
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
、
民
間
企
業

な
ど
も
担
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

こ
れ
ま
で
有
効
期
間
を
二
年
と

し
て
七
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
お

配
り
し
て
き
た
敬
老
優
待
乗
車
証

（
敬
老
パ
ス
）。
現
行
の
も
の
が
九

月
末
で
期
限
切
れ
と
な
る
た
め
、

新
た
に
十
月
か
ら
来
年
三
月
末
ま

で
の
半
年
間
を
有
効
期
間
と
し
て
、

現
在
と
同
じ
内
容
の
パ
ス
を
交
付

し
ま
す
。

高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
、

市
で
は
、
昨
年
か
ら
、
こ
の
制
度

の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
、

市
民
五
千
人
ア
ン
ケ
ー
ト
や
本
誌

特
集
な
ど
を
通
じ
て
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
更
新
を
目
指
し
て
見
直

し
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
多
く

の
市
民
が
納
得
で
き
る
よ
り
良
い

制
度
と
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少

し
時
間
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

来
年
四
月
の
制
度
改
正
に
向
け
て
、

今
後
も
、
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

【
敬
老
パ
ス
の
交
付
】

対
象
７０
歳
以
上
の
市
民
、
ま
た
は

８
月
１５
日
�
ま
で
に
市
民
に
な
っ

た
方
で
、
９
月
３０
日
�
ま
で
に
満

７０
歳
に
な
る
方
（
昭
和
９
年
９
月

３０
日
以
前
生
ま
れ
）。

交
付
期
間
９
月
下
旬
。
交
付
会
場

や
交
付
期
間
の
詳
細
は
、
９
月
上

旬
に
対
象
者
に
送
付
す
る
案
内
は

が
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
１０
月
以

降
に
７０
歳
に
な
る
方
に
は
、
順
次

区
役
所
か
ら
案
内
は
が
き
を
送
付
。

有
効
期
間
１０
月
１
日
�
〜
来
年
３

月
３１
日
�
。

持
参
す
る
も
の
案
内
は
が
き
、
印

鑑
、
現
在
使
用
中
の
敬
老
パ
ス
。

※
本
人
が
受
け
取
り
に
来
ら
れ
な

い
場
合
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細

パ
ス
交
付
に
つ
い
て
は
市

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�（
２２２
）４
８
９

４
、
区
役
所（
１６
�
）保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
課
、
パ
ス
制
度
に
つ
い
て

は
高
齢
福
祉
課
�（
２１１
）２
９
７
６

敬老パスの一斉
交付を行います

蛍
光
管
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
す

●
市
内
に
約
２００
店
の
回
収
協
力
店
を
設
定

十
月
か
ら
、
循
環
型
社
会
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
蛍
光
管
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
す
。

現
在
、
蛍
光
管
は
燃
や
せ
な
い

ご
み
と
し
て
収
集
、
埋
め
立
て
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
の
協
力
に
よ
る
回

収
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
ガ
ラ
ス

や
水
銀
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
使
用
済
み
の

蛍
光
管
は
、
回
収
協
力
店
（
指
定

さ
れ
た
電
気
店
、
家
電
量
販
店
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
燃
や
せ

な
い
ご
み
と
し
て
の
収
集
も
続
け

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
割
れ
て
い
る
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お

持
ち
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
箱

に
入
れ
る
な
ど
、
割
れ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細

環
境
計
画
部
計
画
課
�

（
２１１
）２
９
１
２

回収協力店を示すス
テッカー（上）との
ぼり（右）。

●より良い制度を目指し
検討を続けます

現在の敬老パスの利用者は約１６万人

1111 22000044――��――広広報報ささっっぽぽろろ


